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ブルーノ・タウトとトルコ 2

お茶の水女子大学名誉教授

田 中 辰 明



ルステムパッシャ(前）、シュイレイマニエ（後）モスク・シナン作
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1916年トルコへ



ミマール・シナン1489-1588
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シナン廟
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シナン像
（アンカラ大学）
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Der Glaspavillon von 1914
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http://de.wikipedia.org/wiki/Bild:Glaspavillon.jpg


人間は自由でなければいけない
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ガラスパビリオン内部１９１４
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タウト、都市の冠１９１９
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アルプス建築
1919
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Käseglocke (Worpswede)
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イスタンブール

• ブルーノ・タウトは期待して来日したが、日本で

は建築家としての仕事を殆どすることができな

かった。「建築家の休日」と自嘲し桂離宮、伊勢

神宮など日本建築･文化を世界に紹介する著述に

尽力した。1936年7月2日ドイツ表現派を代表す

る建築家ハンス・ペルチッヒ『Hans Pölzig）の

後任としてイスタンブール芸術アカデミーの教授

と、トルコ政府の建築顧問的立場の役職でトルコ

政府から招聘がかかる。
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Hans Pölzigの代表作、ベルリン放送
局（1928～1931）
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Berlin, Masurenallee8-14



イスタンブール

• １９３６年１０月8日高崎の少林山を伴侶エリカと共

に出て、１０月15日に下関から関釜連絡船に乗船し離

日した。イスタンブールには１１月１１日に到着して

いる。トルコ共和国建国の父と言われるアタチュルク

大統領（１８８１～１９３８）の信任を得、アンカラ

大学はじめ多くの建築を実施。しかし大統領の急死

(1938年１１月１０日）後大統領の葬祭場の設計を担

当。本人も過労で同年１２月２４日死去。
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イスタンブール
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エディルネ門外のエディルネ墓地の墓



イスタンブール芸術アカデミー

17
現在はトルコの大建築家の名前を取りミマール・シナン大学と称している。



ミマール・シナン大学

18
この教室でブルーノ・タウトが講義を行った。



ミマール・シナン大学

19学生が設計課題の発表をしていました。



ミマール・シナン
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ミマール・シナン大学



ミマール・シナン(1490～1558）

• ミマール・シナンはトルコが最強の大

帝国であった16世紀に活躍した宮廷建

築家。モスクをはじめ多くの建築を残

した。イスタンブールのスレイマニ

エ・モスク、セプザーデ・モスク、ル

ステムパッシャ・モスク等の回教寺院

の名作がある。
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スレイマニエモスク
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建築は釣り合いの芸術である
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ミマール・シナンの出身地・カッパドキア

24



カッパドキア
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エミン・ヴァーフィーの森の家

26

1938年のタウトの

遺作・オルタキョイ

地区にある。ボス

フォラス海峡を望む。

八角形で、法隆寺

夢殿がヒントとなっ

たという説もある。



アジアと西欧を分けるポスポラス海
峡
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ビザンチンのモスクをイスラムへ改
修
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アヤソフィア博物館



トプカブ宮殿
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トプカブ宮殿・オスマントルコの日の出
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アンカラ大学文学部校舎
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アンカラ大学内のタウト肖像
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アンカラ大学講義室
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アンカラ大学階段室
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アンカラ大学
文学部校舎廊下
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アンカラ大学文学部校舎
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アンカラ大学文学部校舎階段
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アンカラ大学文学部校舎階段
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アンカラ大学文学部校舎講堂入り口
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アンカラ大学文学部校舎講堂
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アンカラ大学文学部校舎講堂
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アンカラ大学文学部校舎
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アンカラ大学文学部校舎
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アンカラ大学文学部校舎階段
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アンカラ大学文学部校舎玄関
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アンカラアタチュルク高等学校
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アタチュルク高等学校、建設時
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アタチュルク大統領胸像
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アンカラ政府機関建造物
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トルコ共和国議事堂
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トルコ共和国議事堂
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アタチュルク大統領廟・記念堂
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タウトのトルコにおける著書
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アタチュルク大統領葬祭の設計
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ご清聴ありがとうございました。
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URL:http://tatsut.org

田 中 辰 明
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